








































































































































































































































































































































































































(22) 小尾範治「青年教育放送の更新」『放送』第 7巻第 5号、1937年、15頁。
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(24) 「NHK学校放送利用状況調査」によれば、小学校における学校放送の利用率は 1970
年代に 90％を超え、1986年にこれまでで最大の 97.6％を示した。
(25) 古田普行「『放送教育大事典』の思い出」教育放送研究会編『教育放送 75年の歩み』
日本放送教育協会、2012年、92頁。
(26) 全国放送教育研究会連盟・日本放送教育学会編『放送教育 50年：その歩みと展望』
日本放送教育協会、1986年、45-46頁。
(27) 中野照海編著『教育学講座　第 6巻　教育工学』学習研究社、1979年、1-17頁。
(28) 『放送教育大事典』、6頁。
(29) 古田、前掲記事。
(30) 『放送教育大事典』、6頁。
(31) 学校放送に限らずメディアを教育の領域において扱う際には、メディアを導入する
ことによる教育的な効果の測定か、メディア利用に対する懸念と批判のどちらかの立
場で論じることが多かったとも指摘される（今井康雄『メディアの教育学』東京大学
出版会，2004年，2-3頁）。つまり、科学技術によって現在可能になった、あるいは
将来可能になるであろうメディア利用のあり方に関心がむけられてきたといえる。
(32) 日本放送協会編、前掲書、50頁。
(33) 放送や映画といったメディアは教育的な利用を第一義の目的として誕生したもので
はない。それゆえに、教育に対するメディアの影響についての議論のなかでは、子ど
もに対する悪影響や懸念も多く表明されてきた。大正期にはすでに、映画を非教育的
なものだとして学校や子どもの日常から排除しようとする風潮が存在していた。
